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On　the　Weathemg　Process　of　S011s　Der1∀ed　from．Gran1te

　　　　　in　SeYera1Sabδ一afforesting　Mountains．

　　　　　　　　書　え　が　き

　わが国の荒廃山地に施されている山腹砂防工事のうち

には，Granite地帯を対象としている個所が可成り多数

見られる。それらのはげ地に対しては通常，筋工，積苗

工等の砂防植栽がなされているが，施行当初に於いて

は，此等の植栽地は「岩石砕屑物」とでも称すぺきもの

であって，いわ申る「土壊」とは到底認め難い性質のも

のである。それが，やがて年数の経遇に伴い，風化作用

をうげ，物理師にも化学的にも漸次土壌としての性質を

備えてくるのである。この土壌化につれて，土壌を構成

している鉱物粒に，どんな変化がみられるかを確かめる

目的でなされたのが本実験である。なお実験結果の一部

は，その大要を昭和34年10月，目本林学会関西支部大会

の席上発表した。

　実験遂行にあたり，絶えず懇切な御指導をいただいて

いる京都大学農学部柴田信男博士に厚くお礼申上げる。

また，試料の一部（六甲及栗太土壌）を提供していただ

き，御援助と御指導をいただいた京都大学農学部四手井

綱英教授，堤利夫助教授に厚くお礼申上げる。

壌を使用した。母岩は何れもBiotite　graniteである。

A．六甲土壌（神戸営林署六甲治山事業所管内）※

　（1）天然生アカマソ林（林令約60年）

　（2）昭和26年度施行地（施行後5年経過）

　（3）昭和29年度施行地（施行後2年経過）

B　栗太土壌（大津営林署栗太治山事業所管内）※

　（1）明治30－33年度施行地（施行後約60年経過）

　（2）大正／0年度施行地（施行後約35年経過）

　（3）昭和／3年度施行地（施行後18年経過）

　（4）昭和26年度施行地（施行後5年経過）

C一上野土壌（近畿地方建設局木津川砂防工事事務所管

　内，三重県上野市）

　（1）天然生アカマツ林

　（2）昭和／4年度施行地（施行後18年経過）

　試料は，各Profi1eにつぎ，六甲⑧栗太土壌は1，0’

～50刎，2．。与～15c刎，3．15～25c刎の深さから，上野

土壌は／．0～5c〃，2．15～20c刎，3．30～35c刎の深さ

から採取したものである。ごれらの原土からfine　sana．

fractionを分別して検鏡し，同定した各鉱物粒数を，全

鉱物粒数に対する百分率で表わした。

　　　　　　試料及ぴ実験方法　　　　　　　　実験結果
下言已の3カ所の砂防檀栽地積苗工段面から採取した土　　　実験結果は表1，2，3の通りである。

　　　．Tab1e1．Mmera1compos1t1on　of　the　fme　sand　fract1on　separated　from　the　RokkδS011㌫
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※　六甲、栗太土壊採取地の詳紬については、大阪営林局治山事業調

査報告第8輯（1957）（1）参照のこと。
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Tab1e2．Mmeral　co㎜pos1t1on　of　the　fme　sand．fract1on　separated　fro㎜the　Kur1ta　S011s．
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 Feldspar/Quartz 1 .7 1 .6 1 .8 2.5 1 .9 1 .4 2.9 2.9 2 .'8 2.2 2.5 2.6 

Tab1e3　Mmera1compos1t1on　of　the　fme　sand

　　　fract1on　separated－from　the　UeI1o　S011s．

Sample ~~1 ~Q14~fE~: ~~{~~~~l~ 

Mineral 1 2 5 1 2 5 
Quartz 15 14 16 
Plagioclase 51 60 57 

22 22 19 f 45 52 59 

Orthoclase 22 12 55 11 11 7~~ 
Biotite & other 
coloured mineral 7 9 10 
Unknown 7 5 2 

6 11 10 16 4 5J 

Felds par/Quartz 5.6 5.1 45 2.6 2.8 5.5 

　　　　　　　　考　　　　・察

　土壌化の進行を判定する基準として屡々用いられてい

るFe1dspar／Quartz値を中心に考察を進めたい。

　栗太土壌について経年変化をみると，約60年経過林分

と，若い施行地との聞に阻／¢値の顕著な変化が見られ

なかった。表によれぱ，わずかに減少の傾向がみられる

ようではあるが，表中の数値は，一試料につき数枚のプ

レパラートを検鏡した結果の平均値であるので，その際

のバラヅキの模様からみて，この程度の差を以て直ち

に，減少の傾向ありと機械的に断定することは不当であ

ると思われた。なお，栗太天然アカマヅ林土壌には一部

古生層に由未する岩片が混入していたので，今回の実験

目的からみて，比較の対象から除外することとした。

　六甲土壌では古い施行地が無いので，経年変化を辿る

ことが出来なかった。しかも此処の若い施行地と，林令

60年の天然アカマヅ林との問に於て差異がみられなかっ

た。

　しかるに一方，上野土壌では，施行後18年経過林分と

天然アカマツ林との間にFノ¢値の差がみられ，前者に

於げるFe1dspar含量が後者に於げるそれよりも梢々大

であった。

　両地区の土壌において認められる此等の一見相反する

かの現象を説明するため，筆者は次のような推論を試み

てみた。

　いま仮りに，施行当初，良口ち人工的に岩石砕屑物を作

って植栽を行ったとぎ，細砂中のFe1dspar／Quartz＝a

であったとする。これを便宜上，第1期と名付げておこ

う。この際，粗砂以上のfractionにはQuartz，Fe1dspar

共に十分に存在していたとする。やがて風化（結果的に

現われる砒SintegratiO皿だげをこの場合考えておく）

が進行するにつれて，F．／Q．値は増大するであろう。こ

の増大分は粗砂以上のfractionから崩壊して細砂中へ供

給される量と，微砂以下に崩壊して細砂fractiOnから消

失していく量との差によってもたらされるものである。

この時期を第2期としよう。第2期の風化進行中は，紬

砂への材料供給源，即ち粗砂以上のfractionに於いて

Fe1dsparとQuartzの量的割合が変ってくる。当然

Fe1dspar量が減るであろう。従って細砂中F．／Q．の増大

の速度も漸次鈍り，遂にはPeakに達する。其後当分は

このままの値を持続するかもわからないが（ごれを第3

期とする），やがてそれ以後は減少の傾向を辿ることが

考えられる。これを第4期としよう。従って典型的には

Fig．1の力一ブを画くと思われる。この図に於いて，

F．

Q．

a’

a

皿

皿　　　　　　　　　　w
工

　　　　　　t1　　　　　　　’　　　t2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti1me
　　　　　　　　　Fig－　1

F／Q．＝a’に対応する時点として，t1とt2の2つが考えら

れる。従って六甲土壌に於いて若い施行地と古い天然林

が，似た値を示したのも，た．またまごのような関係にあ

る時点に相当していたという可能性も考えられるのであ
　　　　　　　　　　　（4）
る。Humbo1t＆Marshauが花嵩岩土壌の砂及び微砂

中の石英と長石の割合を調ぺた緒果，下層から上層に向

って石英の割合が顕著に増大しているが，これはF蛙1

に於げる第4期にあたっているためであろう、
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　　　　　　　　　（2）
　これに反し，大杉等の実験データーでは；表層の方が

下層よりも長石量が増える傾向を示しているが，これは

前言己力一ブの第2期にあたっていると看徴してよいので

はなかろうか。

　要するにその土壌の成熟の度合によって，このような

相反する傾向が生まれるものと思われる。但し，Fig．1

は，t：0に於いて各鉱物の風化度合が全く同一であっ

た場合の理想的な形に過ぎない。実際には，母岩を砕い

たぱかりのfreshなものや，或程度既に風化の進んだも

のなどが混合されるから，この通りのカーブを画かない

であろうごとは当然予想される。また母材料中に於げる

Fe1dsparとQuartzの量的割合によってもこの力一ブの

勾配が変る筈であるが，敦れにしろ細砂フラクションヘ

新しく供給される量と，ここから消失していく量との差

の，各鉱物によるちがいによって決まるのであるから，

非常に緩やかな上昇⑧下降を辿り，その最高最低のフレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
も存外大きくないのかもしれない。たとえぱ斎藤は香川

県の花崩岩のマナ状風化を調ぺた結果，マサの上層と下

層，及び母岩のF／qに，殆んど差が認められないと

述べている。此等の点は将未適当な室内実験で確めたい

と思っている。

　上野土壌は，六甲土壌に比し，F．／Q．が一般に大であ

る。これは母岩に於げる造岩鉱物の合量に相違があるた

めであろう。この事実はBiotiteの含量にも表われてい

る。

　次に，顕微鏡下で観察した鉱物粒の形状等について述

ぺる。

　Quartzは，どの土壌に於いても表面極めてfreshで，

化学的風化作用に対して低抗力の強いことが認められた

が，（Fi島3，7），Feldspar，就中P1agiOc1aseは試

料間に可成りの差が見られた。栗太土壌に於いてF．／Q．

の経年変化が左程顕著でなかった次第は前述の通りであ

るが，鏡下に形状を観察すると，古い施行地のP1agio．

c1aseは稜角を失ったもの，c1ea∀ageに沿って丸いブツ

ブソの融蝕のあとが見られるもの，全体が淡黄緑色を

帯びてopaqueになったもの，光学的にもiso打opicにな

っているもの等が認められる（Fig．3）。此等はkao1・

inizationを示すものであって，che皿ica1weathering

が可成り進んでいることがわかる。表中に不明と記載し

たもののなかには，このような風化の進んだP1agioc1a－

Seが可成り合まれている模様である。上野土壌について

もほぼ同様で，天然生林のP1agioc1aseは砂防地のそれ

に比ぺてOpaque，is0虹opicであったものが多かった

（Fig一ア）。ただ六甲土壌では，上記2力所の土壌に比

しテ若い施行地は勿論，天然生林に於てもPIagioc1ase

がangu1arであり，c1eavageも明瞭に観察できるなど，

比較的新鮮であった（Fi＆2）。此処ではdecompositio皿

よりもむしろdiSintegratiOnの方が優勢であると思われ

る。

　Biotiteは，鏡下においては鱗片状を呈していた。そ

の量的割合と風化進行度合との間には明確な傾向を認め

ることが困難であったが，これは絶対量が少いためであ

って，或る程度止むを得ぬごとであろう。

　　　　　　　　摘　　　　　要

1．六甲，栗太，上野地区の砂防檀栽地に於げる花嵩岩

土壌の風化過程を観察した。

2．紬砂中のFe1dsPar／Quartz値を算定した結果，古い

施行地（施行後約60年経過）と若い施行地に於いて，

顕著な変化は見られなかった。六甲土壌に於いては，

　天然生林と若い施行地の間にすら差が認められなかっ

　た。

3．六甲土壌を除いては，古い施行地及び天然生林の土

　壊中のp1ag10c1aseは，kao11n1zat10nの傾向を示す。

4．六甲土壌では他の2地区に比し，decompositionよ

　りも，むしろd1Smtegrat1Onの方が活発であることが

検鏡の結果認められた。

　　　　　　　　文　　　　　献

／　堤　利夫⑧徳丸始朗：治山造林地の林力回復過程に

関する調査報告，大阪営林局治山事業報告　第8輯

　（1957）

2　大杉⑧田中：花闘岩の風化二例，農化誌，3，33

3　斎藤実1カコウ岩のマサ状風化，土と基礎，4，3

　．（1956）

4　原典を入手し得ず，青木茂一1「土壌と植生」中の

引用データーを参照した。
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. In this paper the writer studied a wea-

thering process of the soils derived from 

granite in Rokk~, Kurita and Ueno district-

where the Sab5 works (erosion control wo-

rks) were carried 

No remarkable changes occtir in the Feld-

spar/Quartz value of the fine sand fraction 

separated from the soils on which the Sab~-

afforesting works were carried many years 

ago (about 6C years ago) and that of rece-

ntly. In Rokk(-) District, especially, there 

was no difference between the value of the 

soils on which the Sab~ works were carried 

recently and that of the natural stand 

~ . Microscopic observatioh. of the soils sho-

ws that chemical weathering of plagioclase 

in the soils of the old Sab{-J-planting fore-

sts and natural stands leads to kaoliniza-

tion except in Rokk(-) Soils. 

4 . Microscopic observation of the Rokk~ So-

ils indicated that in this district disinteg-

ration seemed to be more favored than de-

composition. 
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Fig－2 六甲天然林
Fig．3

Fi＆4 栗太砂防林（昭和26年度）

栗太砂防林（明治30年度）

Fig．5 上野砂防林（昭和／4年度）

Qu。．：Quartz

P1．：P1agioc1ase

Or．l　Orthoc1ase

Bi．：Biotite

（fr）：fresh

（op）：opaque

Fig．7 上野天然林

Fig．6 上野砂防林

fig083201.pdf



